
「職員基本条例案」 「民意うけた」で強行するな!

おおさか自治体の仲間　2011年12月15日　第275号 ２３ 2011年12月15日　第275号　おおさか自治体の仲間

東日本大震災の実態から東日本大震災の実態から「住民目線」で「住民目線」で
仕事とまちづくりを考える仕事とまちづくりを考える　　 　　 

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
未
曾
有
の
地
震
・
大
津
波

・
火
災
・
原
発
被
害
を
も
た
ら
ま
し
た
。
改
め
て
自
治
体
の
あ
り
方
が
問

わ
れ
て
い
る
今
、
大
阪
自
治
労
連
は
、
大
阪
自
治
体
問
題
研
究
所
・
大
阪

か
ら
公
害
を
な
く
す
会
と
共
同
で
「
防
災
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
大
阪
自
治
労
連
と
し
て
は
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
、
災
害
か
ら
住
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
自
治
体
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

と
し
「
防
災
ま
ち
づ
く
り
運
動
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

未
曾
有
の
大
災
害
か
ら

問
わ
れ
て
い
る
こ
と

　
　
　
　

成
す
べ
き
こ
と

　

11
月
29
日
、
第
１
回
大
阪
自
治
労
連

自
治
研
推
進
委
員
会
を
防
災
ま
ち
づ
く

り
研
究
会
と
合
同
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
究
会
代
表
の
中
山
徹
氏
（
奈
良
女

子
大
学
教
授
）
が
こ
の
運
動
の
意
義
の

確
認
と
問
題
提
起
。
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
時
点
と
比
べ
て
行
政
や
地
域
の
実

態
の
違
い
（
高
齢
化
率
の
上
昇
、
公
務

員
の
人
員
削
減
や
委
託
）
や
、
命
を
守

る
た
め
に
着
目
す
べ
き
視
点
（
耐
震
化

だ
け
で
な
く
、
避
難
の
経
路
や
方
法
）

の
課
題
と
、
住
民
目
線
で
共
に
考
え
る

立
場
で
取
り
組
む
重
要
性
を
指
摘
し
ま

し
た
。

　

次
に
遠え
ん
し
ゅ
う州
尋ひ
ろ
み美
氏（
大
阪
経
済
大
学

教
授
）が
「
東
日
本
大
震
災
の
実
態
と

こ
れ
か
ら
の
課
題
」
に
つ
い
て
講
演
。

　

被
害
最
小
化
の
た
め
の
検
討
課
題
と

し
て
、「
後
世
に
災
害
の
経
験
を
伝
授

す
る
」
こ
と
や
、「
正
し
い
情
報
の
確

実
な
伝
達
」、
さ
ら
に
、「
木
造
住
宅
・

高
層
ビ
ル
そ
れ
ぞ
れ
の
構
造
上
の
特
徴

を
と
ら
え
た
対
応
」
な
ど
が
問
わ
れ
て

お
り
、
ま
た
、
被
害
の
救
済
・
復
興
に

つ
い
て
は
、「
地
域
に
密
着
で
き
る
職

員
の
確
保
や
、
国
・
大
企
業
が
社
会
的

役
割
と
し
て
復
興
予
算
を
確
保
す
べ

き
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

住
民
の
目
線
に
立
っ
て

　
　
　
　

住
民
と
と
も
に

　

い
よ
い
よ
「
防
災
ま
ち
づ
く
り
運

動
」
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
自
ら
の
自
治

体
で
の
災
害
の
危
険
性
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
防
災
計
画
を
検
証
・
提

言
し
、
住
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
、
自
ら
の
仕
事
に
照
ら
し
合
わ
せ
な

が
ら
、
住
民
と
一
緒
に
世
論
づ
く
り
を

１
２
年
３
月
を
目
途
に
市
町
村
単
位
や

各
部
会
で
の
推
進
委
員
会
体
制
づ
く
り

を
確
立
し
、
４
月
か
ら
各
単
組
で
の
地

域
団
体
と
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
や
職
場
ア
ン

ケ
ー
ト
、
８
月
に
現
状
や
課
題
・
提
言

の
中
間
ま
と
め
を
し
、
９
月
の
全
国
自

治
研
集
会
（
埼
玉
）
で
の
発
表
を
め
ざ

し
ま
す
。

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

研
究
会
の
木
村
事
務
局
長
か
ら
、
今

後
の
取
り
組
み
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
提

起
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
会
と
し
て
は
12

月
か
ら
自
治
体
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
と
分
析
や
、
特
徴
的
な
単
組
の
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
で
の
課
題
整
理
に
取
り

組
み
ま
す
。
大
阪
自
治
労
連
は
、
２
０

日本列島周辺では複数のプレートが重なりあっています。プレート相互の均衡状態がくずれた時
に、発生するのがプレート型地震です。直下型地震は、地表に近い活断層が引き金となる地震で、
影響範囲はプレート型よりも狭い範囲ですが、活断層の直上に都市が集中しているため、一度揺れ
が発生すると大きな被害が発生することになります。

今月のキーワード今月のキーワード
プレート型地震と直下型地震

「てんでんこ」は、東北の方言で「各自」「めいめい」を意味します。防災教訓として解釈する
と、それぞれ「津波が来たら、取るものも取らず、肉親にも構わずに、各自てんでんばらばらに一
人で高台へと逃げろ」「自分の命は自分で守れ」になるということです。また、自分自身は助かり
他人を助けられなかったとしてもそれを非難しない、という不文律にもなっています。

今月のキーワード今月のキーワード

津波てんでんこ

「防災まちづくり研究会」
代表の中山徹氏

争
点
そ
ら
し
に
終
始
し
た

争
点
そ
ら
し
に
終
始
し
た

橋
下
・
維
新
の
会

橋
下
・
維
新
の
会

　

橋
下
・
維
新
の
会
が
９
月
府
議
会

に
提
出
し
た
「
職
員
基
本
条
例
案
」

と
「
教
育
基
本
条
例
案
」
は
、
審
議

さ
れ
な
い
ま
ま
府
知
事
・
市
長
の
ダ

ブ
ル
選
に
突
入
。
選
挙
戦
で
は
、

「
都
構
想
」
や
「
２
条
例
」
の
論
戦

で
、
橋
下
・
維
新
の
会
は
「
今
の
ま

ま
で
い
い
の
か
」「
変
革
か
」
の
二

者
択
一
を
有
権
者
に
迫
り
、「
争
点

そ
ら
し
」
に
終
始
し
ま
し
た
。

　

大
阪
自
治
労
連
は
、
知
事
選
で
は

梅
田
章
二
氏
の
勝
利
を
め
ざ
し
、
大

阪
市
長
選
で
は
橋
下
・
維
新
の
会
の

「
独
裁
」
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
平

松
邦
夫
氏
の
勝
利
を
よ
び
か
け
奮
闘

し
ま
し
た
。
し
か
し
11
月
27
日
投
開

票
の
結
果
、
い
ず
れ
も
橋
下
・
維
新

の
会
が
勝
利
し
ま
し
た
。
維
新
の
会

の
橋
下
代
表
は
「
府
・
市
の
職
員
、

教
育
委
員
会
は
選
挙
結
果
を
重
く
受

け
と
め
る
よ
う
に
」
と
迫
り
、
選
挙

期
間
中
に
各
界
か
ら
広
が
っ
た
批
判

を
軽
視
し
て
、選
挙
結
果
の
み
で「
民

意
を
う
け
た
」
と
し
て
こ
の
条
例
案

を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

公
務
員
は「
全
体
の
奉
仕
者
」

公
務
員
は「
全
体
の
奉
仕
者
」

「
首
長
の
奉
仕
者
」で
は
な
い

「
首
長
の
奉
仕
者
」で
は
な
い

　

大
阪
自
治
労
連
は
、
11
月
30
日
に

晴
山
一
穂
氏
（
専
修
大
学
教
授
）
を

迎
え
、「
職
員
基
本
条
例
案
」
撤
回

を
め
ざ
す
学
習
決
起
集
会
を
エ
ル
大

阪
で
開
き
ま
し
た
。

　

職
員
基
本
条
例
案
に
つ
い
て
の
動

き
に
つ
い
て
晴
山
氏
は
、
大
阪
で
の

「
特
異
な
現
象
」
と
み
る
の
で
は
な

く
、
国
家
公
務
員
制
度
改
革
の
下

で
、
政
府
や
内
閣
が
国
家
公
務
員
に

盲
目
的
な
服
従
を
求
め
る
点
で
は
共

通
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。

　

ま
た
、「
任
命
権
者
で
あ
る
首
長

の
命
令
に
は
機
械
的
に
従
わ
な
い
と

い
け
な
い
の
か
？
」
と
い
う
会
場
か

ら
の
質
問
に
対
し
「
職
務
命
令
に
対

し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
保
障
す

る
規
定
は
、
戦
前
の
管
理
服
務
紀
律

に
も
あ
っ
た
が
、
１
９
４
８
年
の
法

改
正
で
削
除
さ
れ
た
経
過
が
あ
る
。

し
か
し
、
公
務
員
は
『
全
体
の
奉
仕

者
』
で
あ
る
と
い
う
憲
法
上
の
地
位

か
ら
最
大
限
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
指
摘
し
、
そ
の
内
容
や

程
度
を
問
う
こ
と
な
く
「
違
反
し

た
」
と
い
う
理
由
だ
け
で
処
分
の
対

象
と
す
る
条
例
案
は
、
異
常
な
絶
対

主
義
的
発
想
だ
と
批
判
し
ま
し
た
。

　

大
阪
自
治
労
連
は
、
各
単
組
で
の

学
習
会
や
職
場
集
会
、
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
で
職
員
基
本
条
例
の
危
険
な
本
質

を
学
習
・
宣
伝
し
、
地
域
住
民
に
も

そ
の
内
容
を
知
ら
せ
る
懇
談
や
宣
伝

を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
荒
田
書
記
長

が
行
動
提
起
を
し
ま
し
た
。

住
民
の
た
め
に
仕
事
が
で
き
る
職
場
で

生
き
い
き
と
仕
事
が
し
た
い
！

15
単
組
・
１
５
５
人
が
参
加
し
た
学
習
決

起
集
会　

行
動
提
起
を
す
る
荒
田
書
記
長

「
職
務
命
令
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ

と
を
保
障
す
る
こ
と
は
、
憲
法
上
の
地
位

か
ら
最
大
限
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
指
摘
す
る
晴
山
一
穂
氏

防
災
ま
ち
づ
く
り
運
動

防
災
ま
ち
づ
く
り
運
動  

ス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト


